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心豊かで 確かな学力をもち 心身ともに健やかな子どもの育成 

令和４年５月２３日  津市立榊原小学校 

 

さわやかな５月の風の中、子どもたちは元気に学校生活を送っています。教室ではモンシロチ

ョウが羽化したり、インゲンマメが発芽したり、放課後に捕まえたサワガニやトカゲが仲間入り

したりと動植物の生命を感じます。運動場や校舎周辺の雑草も遠慮なく伸びてきて、用務員とス

クール・サポートスタッフの二人は、環境整備に毎日奮闘しています。6月7日（火）の授業参

観の際には、PTAのプール清掃も予定していただき、ありがとうございます。怪我の無いよう無

理のない範囲で作業していただきますようお願いいたします。また熱中症対策をしてお越しくだ

さい。（雨天の場合授業参観も9日（木）に延期します。まちcomiメールにてお知らせします。） 

 
 
学校運営協議会  ５月１７日（火） 
 

 第1回榊原小学校学校運営協議会を開
催しました。5 限目の授業を参観してい
ただき、その後会議を行いました。昨年4
月に学校運営協議会を発足し、コミュニ
ティ・スクールとして2年目です。本年
度の９人の委員さんの任命、会長と副会長の選出、学校経営計画の確認と懇談を行いました。 
 学校と地域が、ともに“めざす子どもの姿”の実現に向けた意識をもって協働して活動を行う

ことを確認しました。各委員さんからは、授業参観の感想や地域の声をたくさん聞かせていただ
きました。将来、地域を誇りに思い、地域を語れる子どもたちに育てたい。そんな子どもたちはき
っとほかの地域や文化の大切さもわかることでしょう。少人数での教育の良さや課題についても
いろいろなご意見が出されました。今後も子どもを中心に据えた協議をしていきたいと思います。  

 委員は、前田敏夫さん（会長）、奥山知喜さん（副会長）、山川悦郎さん、増田晋作さん、 

伊藤博和さん、前田なをみさん、西山香奈さん、辻大伸さん、青木智子さんです。一年間お世話

になります、よろしくお願いします。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

学校運営協議会委員の地域コーディネーター増田さんは、「吾作」さんとして今年3月末まで13年半に

わたりブログ『吾作の榊原温泉だより』続けられました。ブログの愛読者であり、榊原小学校出身の Iさ

んが、最近、増田さんにお手紙と、博士論文を贈ってこられたそうです。 

 

今からおよそ５０年前、榊原小学校にたくさんの子どもたちがいた時に、増田さんは、榊原郵便局長を

されていました。当時は、榊原小学校の子どもたちが郵便局によく遊びに行っていたのだそうです。その

中に、増田さんと将棋を指すのが楽しみで通ってくる当時６年生だった I少年がいました。今年還暦（60

歳）を迎える Iさんは、今は関東で研究員やプログラマーとして活躍されています。お手紙によると、Iさ

んは、ふるさとの地での増田さんとの将棋によって、物事を深く考えることが好きになり、論理的思考力

が培われ、現在の Iさんの原点になっていると感じていらっしゃるとのことでした。 

 
 地域での出会いや経験が、人を育て、人生を創っていくのだなあと、お話を聴いて感じました。子ども

たちが榊原の自然の美しさや人の温かさ、豊かな文化を、体験を通して感じてくれることを願います。 



朝の読み聞かせ  ５月１２日（木）～毎週木曜日 

 

 朝の時間に、今年度も毎週木曜日に読み聞かせをしていただきます。図書館司書の西山さん、

図書館ボランティアの田中さん・中里さんの３人に絵本を読んでいただきます。季節や時事にあ

った絵本の選書、子どもたちの様子を見ながらの見事な読み聞かせに、すっかり絵本の世界に引

き込まれ、低学年から高学年まで、豊かな時間を過ごしています。 

 

 誘拐防止教室  ５月２０日（金） 

 

 1・2年生は誘拐防止教室を行いました。津南警察署の築山

さんに、自分の身は自分で守るためにどうするか、DVDを使

ったり、実際に動いたりして教えていただきました。 

「○い○か○の○お○す○し」の約束を、子どもたちはちゃんと覚

えていました。繰り返し学習し、「おかしいな？」と感じたら

判断し、行動できる力を身につけます。 

 

 たてわり遊び  ５月２０日（金） 

  
児童会のたてわり遊びは“大縄

跳び”と“鬼ごっこ”でした。異

学年でどうしたら楽しめるのか一

生懸命考えること、協力すること

ができました。 

 

新型コロナウイルスに対応した教育活動 

先週、マスクの着脱について厚生労働大臣から見解が発表されました。気温も高くなってきま
したので、本校でも熱中症予防のため、マスクの着脱について、屋外で距離が十分に取れる時、運
動して呼気が荒くなるようなときには外すように指導します。子どもたちには、自分で体調や状
況を考えてマスクの着け外しができるようになってほしいと思います。 
さて、本校では、少人数の良さを生かして、昨年も水泳指導を行いましたが、今年も十分な距離

2m（最低1m）をとり、大声での会話を控えて水泳を実施します。また、これまで控えていた音
楽の時間のリコーダーや鍵盤ハーモニカにつきましても、換気と身体的な距離をとることを徹底
し、マスクを外す時間を最低限にして行います。引き続き、三密を避けることや手洗い・消毒と
いった基本的な感染症対策を怠らず、気を緩めずにできる活動を再開してまいります。 

 
 

ルールはどうする？ 

むずかしいなあ。 

 
 
榊原小学校のホームページ （ＱＲコード） 
http://ednet.res-edu.ed.jp/s-sakakibara/ 
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